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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年11月1日(2012.11.1)

【公表番号】特表2012-503286(P2012-503286A)
【公表日】平成24年2月2日(2012.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-005
【出願番号】特願2011-527396(P2011-527396)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  49/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  49/40     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  49/06    　　　　
   Ｈ０１Ｊ  49/40    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  27/62    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月14日(2012.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオンガイドであって、
　使用時にイオンを透過させる少なくとも１つの開口部を有する複数の第１の電極を備え
る第１のイオンガイド部と、
　使用時にイオンを透過させる少なくとも１つの開口部を有する複数の第２の電極を備え
る第２のイオンガイド部と、
　前記第１のイオンガイド部を前記第２のイオンガイド部に接続する第１の移送部であっ
て、使用時に、第１の移送部を介して、前記第１のイオンガイド部から前記第２のイオン
ガイド部に対して径方向にイオンを透過させる第１の移送部と、
　を備え、
　前記第１，第２のイオンガイド部は、積層環状イオンガイドを備え、
　前記第１の移送部は、前記第１のイオンガイド部内に配置されて第１の径方向の開口部
又は切り欠きを有する１つ以上の電極と、前記第２のイオンガイド部内に配置されて第２
の径方向の開口部又は切り欠きを有する１つ以上の電極と、を備え、
　更に、前記積層環状イオンガイドの環状電極に、交流電圧又は高周波（ＲＦ）電圧を一
つおきに印加して、前記第１，第２のイオンガイド部内径方向にイオンを閉じ込める手段
を備える
　イオンガイド。
【請求項２】
　請求項１に記載のイオンガイドであって、
　前記第１の径方向の開口部又は切り欠きと前記第２の径方向の開口部又は切り欠きとが
実質的に一直線上になるように、また、前記第１の径方向の開口部又は切り欠きが前記第
２の径方向の開口部又は切り欠きに対向するように配置される、
　イオンガイド。
【請求項３】
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　請求項１または請求項２に記載のイオンガイドであって、
　さらに、前記第１の移送部を介して、前記第１のイオンガイド部から前記第２のイオン
ガイド部にイオンを移動させる第１の装置を備える、
　イオンガイド。
【請求項４】
　請求項３に記載のイオンガイドであって、
　前記第１の装置が、
　（ｉ）前記第１の移送部にわたって直流バイアス電位を維持することによって、前記第
１のイオンガイド部から前記第２のイオンガイド部にイオンを移動させるデバイス、及び
／又は、
　（ｉｉ）前記第１の移送部に配置される電極に１つ以上の過渡直流電圧若しくは過渡直
流電位又は１つ以上の過渡直流電圧波形若しくは過渡直流電位波形を印加することによっ
て、前記第１のイオンガイド部から前記第２のイオンガイド部にイオンを移動させるデバ
イス、を備える、
　イオンガイド。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかの請求項に記載のイオンガイドであって、
　使用時に、前記第１のイオンガイド部で第１の方向にイオンを透過させ、また、前記第
２のイオンガイド部で第２の方向にイオンを透過させ、
　（ｉ）前記第１の方向が、前記第２の方向と実質的に同一である、又は、
　（ｉｉ）前記第１の方向が、前記第２の方向と実質的に異なる若しくは実質的に反対で
ある、
　イオンガイド。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかの請求項に記載のイオンガイドであって、
　さらに、前記複数の第１の電極の少なくとも一部に１つ以上の過渡直流電圧若しくは過
渡直流電位又は１つ以上の過渡直流電圧波形若しくは過渡直流電位波形を印加するように
配置・構成される第１の過渡直流電圧手段であって、前記印加により、前記第１のイオン
ガイド部の長さの少なくとも５％、１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、
４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、
９０％、９５％、又は１００％に沿って、少なくとも一部のイオンを移動、押出、駆動又
は推進させる第１の過渡直流電圧手段を備え、当該第１の過渡直流電圧手段と共に／代え
て、
　前記複数の第２の電極の少なくとも一部に１つ以上の過渡直流電圧若しくは過渡直流電
位又は１つ以上の過渡直流電圧波形若しくは過渡直流電位波形を印加するように配置・構
成される第２の過渡直流電圧手段であって、前記印加により、前記第２のイオンガイド部
の長さの少なくとも５％、１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、
４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、
９５％、又は１００％に沿って、少なくとも一部のイオンを移動、押出、駆動又は推進さ
せる第２の過渡直流電圧手段を備える、
　イオンガイド。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれかの請求項に記載のイオンガイドであって、
　さらに、使用時にイオンを透過させる少なくとも１つの開口部を有する複数の第３の電
極を備える第３のイオンガイド部と、
　前記第２のイオンガイド部を前記第３のイオンガイド部に接続する第２の移送部であっ
て、使用時に、第２の移送部を介して、前記第２のイオンガイド部から前記第３のイオン
ガイド部に対して径方向にイオンを透過させる第２の移送部と
　を備える、
　イオンガイド。
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【請求項８】
　請求項７に記載のイオンガイドであって、
　前記第２の移送部が、前記第２のイオンガイド部内に配置されて第３の径方向の開口部
又は切り欠きを有する１つ以上の電極と、前記第３のイオンガイド部内に配置されて第４
の径方向の開口部又は切り欠きを有する１つ以上の電極と、を備える、
　イオンガイド。
【請求項９】
　請求項８に記載のイオンガイドであって、
　前記第３の径方向の開口部又は切り欠きと前記第４の径方向の開口部又は切り欠きとが
実質的に一直線上になるように、また、前記第３の径方向の開口部又は切り欠きが前記第
４の径方向の開口部又は切り欠きに対向するように配置される、
　イオンガイド。
【請求項１０】
　請求項７ないし請求項９のいずれかに記載のイオンガイドであって、
　さらに、前記第２の移送部を介して、前記第２のイオンガイド部から前記第３のイオン
ガイド部にイオンを移動させる第２の装置を備える、
　イオンガイド。
【請求項１１】
　請求項７ないし請求項１０のいずれかに記載のイオンガイドであって、
　使用時に、前記第３のイオンガイド部で第３の方向にイオンを透過させ、
　（ｉ）前記第３の方向が、前記第１の方向及び／又は前記第２の方向と実質的に同一で
ある、又は、
　（ｉｉ）前記第３の方向が、前記第１の方向及び／又は前記第２の方向と実質的に異な
る若しくは実質的に反対である、
　イオンガイド。
【請求項１２】
　請求項１ないし請求項１１のいずれかの請求項に記載のイオンガイドであって、
　第１の動作モードにおいて、イオンが、前記第１のイオンガイド部を通過して、前記第
２のイオンガイド部内に入ることなく、前記第１のイオンガイド部から出るように構成さ
れ、
　第２の動作モードにおいて、イオンが、前記第１のイオンガイド部を通過して、前記第
１のイオンガイド部から前記第２のイオンガイド部に対して径方向に移動するように構成
される、
　イオンガイド。
【請求項１３】
　請求項１ないし請求項１２のいずれかの請求項に記載のイオンガイドであって、
　さらに、前記第１のイオンガイド部及び／又は前記第２のイオンガイド部及び／又は１
つ以上の追加のイオンガイド部にガスを流す装置を備え、
　前記第１のイオンガイド部及び／又は前記第２のイオンガイド部及び／又は１つ以上の
追加のイオンガイド部をイオンが透過する方向と反対方向又は逆方向に前記ガスが流れる
ように構成される、
　イオンガイド。
【請求項１４】
　請求項１ないし請求項１３のいずれかに記載のイオンガイドを備えたイオン移動度分光
計。
【請求項１５】
　請求項１ないし請求項１３のいずれかに記載のイオンガイドを備えたイオン分離装置。
【請求項１６】
　請求項１ないし請求項１３のいずれかに記載のイオンガイドを備えた衝突セル。
【請求項１７】
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　請求項１ないし請求項１３のいずれかに記載のイオンガイドを備えたフラグメンテーシ
ョンセル。
【請求項１８】
　請求項１ないし請求項１３のいずれかに記載のイオンガイドを備えた反応セル。
【請求項１９】
　請求項１ないし請求項１３のいずれかに記載のイオンガイドを備えた質量分析計。
【請求項２０】
　イオンガイド方法であって、
　イオンを透過させる少なくとも１つの開口部を有する複数の第１の電極を備える第１の
イオンガイド部と、イオンを透過させる少なくとも１つの開口部を有する複数の第２の電
極を備える第２のイオンガイド部と、前記第１のイオンガイド部を前記第２のイオンガイ
ド部に接続する第１の移送部と、を備え、前記第１，第２のイオンガイド部は、積層環状
イオンガイドを備え、前記第１の移送部は、前記第１のイオンガイド部内に配置されて第
１の径方向の開口部又は切り欠きを有する１つ以上の電極と、前記第２のイオンガイド部
内に配置されて第２の径方向の開口部又は切り欠きを有する１つ以上の電極とを備えるイ
オンガイドを準備する工程と、
　前記第１の移送部を介して、前記第１のイオンガイド部から前記第２のイオンガイド部
に対して径方向にイオンを透過させる工程と、
　前記第１，第２のイオンガイド部内径方向にイオンを閉じ込めるために、前記積層環状
イオンガイドの環状電極に、交流電圧又は高周波（ＲＦ）電圧を一つおきに印加する行程
と、
　を備えるイオンガイド方法。
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